
年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 6 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査

3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、時期・年代
や国内の関係性だけでなく、地理的条件や世界の歴史と関
連付けながら総合的にとらえて理解し諸資料から我が国の
歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる
技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関する事項について、時期や年代、
事項の推移、事項の相互の関連性について、身につけた知
識をもとに多面的・多角的に考察したり、考察した結果を
論理的かつ効果的に説明したり、議論したりする能力を身
につけるようにする

日本史探究　(山川出版社）　　

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に
向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

日本史探究Ｂ

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

A 単元：幕藩体制の成立と展開
【知識及び技能】
幕藩体制下の支配体制や封建的身分秩序の
形成、文治政治への転換に関する諸資料か
ら適切に情報を読み取り、江戸時代の社会
の構造を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
戦乱のない時代が創出されたことの意義を
踏まえ、人々の生活や意識がどのように変
化したのかを多面的・多角的に考察し、表
現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
織豊政権下における社会の仕組みと幕藩体
制下とを比較・考察するとともに、幕藩体
制が安定していく中で、江戸幕府の諸政策
がもたらした人々の暮らしへの影響につい
て、主体的に追究する能力を養う。

幕藩体制の確立期や17世紀後半から
18世紀前半までの江戸幕府の安定期
について、その平和と秩序の確立の
視点で考察する。また、被支配身分
の特質や、周縁部分に生きる人々の
社会的役割について理解する。

ワークシート、資料集、史料集

【知識・技能】
幕藩体制下の支配体制や封建的身分秩序の形
成、文治政治への転換に関する諸資料から適切
に情報を読み取り、江戸時代の社会の構造を理
解している。
【思考・判断・表現】
戦乱のない時代が創出されたことの意義を踏ま
え、人々の生活や意識がどのように変化したの
かを多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
織豊政権下における社会の仕組みと幕藩体制下
とを比較・考察するとともに、幕藩体制が安定
していく中で、江戸幕府の諸政策がもたらした
人々の暮らしへの影響について、主体的に追究
しようとしている。

○ ○ ○ 15

B 単元：幕藩体制の動揺　幕政の改革
【知識及び技能】
幕府・諸藩の経済的窮乏、百姓一揆・打ち
こわしの頻発などに関する諸資料から情報
を読み取り、享保の改革や田沼時代の諸政
策の意義について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
商品作物の栽培や貨幣経済の浸透により、
米作を基盤とする幕藩体制が動揺する過程
を踏まえ、飢饉や一揆の発生が幕藩体制に
与えた影響を考察し、表現できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
幕藩体制下の社会・経済の仕組みの変化
や、幕府・諸藩の政策の変化について課題
を見出し、主体的に追究する能力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

Ｃ 単元：幕藩体制の動揺　幕府の衰退と
近代化への道
【知識及び技能】
列強の接近にともなう事件や幕政改革に関
する諸資料から情報を読み取り、幕府権力
が衰退する一方で工場制手工業など近代の
萌芽がみられ、雄藩が出現する過程を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
国際情勢の変化と影響などに着目して、幕
府政治の動揺と諸藩の動向について多面
的・多角的に考察し、根拠を明らかにして
表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
飢饉や一揆への対応、外交政策の転換など
について、幕府や諸藩の課題を見出し、主
体的に追究しようとする能力を養う。

○

○○

○ ○ ○ 10

10

1

欧米諸国のアジア進出による国際情
勢の変化やそれに対する幕政の対処
を踏まえて幕府が衰退していく過程
を理解する。また、近代化の基盤の
形成について、産業経済面や軍事面
などに着目して、雄藩の浮上という
地方からの視点から考察する。

ワークシート、資料集、史料集

【知識・技能】
列強の接近にともなう事件や幕政改革に関する
諸資料から情報を読み取り、幕府権力が衰退す
る一方で工場制手工業など近代の萌芽がみら
れ、雄藩が出現する過程を理解している。
【思考・判断・表現】
国際情勢の変化と影響などに着目して、幕府政
治の動揺と諸藩の動向について多面的・多角的
に考察し、根拠を明らかにして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
飢饉や一揆への対応、外交政策の転換などにつ
いて、幕府や諸藩の課題を見出し、主体的に追
究しようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

高等学校 令和７年度（６学年用） 教科　地理歴史

農村や都市の変容により幕藩体制が
動揺する中、幕府や諸藩がおこなっ
た諸改革の意義とその影響を考察す
る。また、幕府や藩の支配に対して
おこなわれた百姓一揆や、都市の打
ちこわしの実態について理解する。
ワークシート、資料集、史料集

【知識・技能】
幕府・諸藩の経済的窮乏、百姓一揆・打ちこわ
しの頻発などに関する諸資料から情報を読み取
り、享保の改革や田沼時代の諸政策の意義につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
商品作物の栽培や貨幣経済の浸透により、米作
を基盤とする幕藩体制が動揺する過程を踏ま
え、飢饉や一揆の発生が幕藩体制に与えた影響
を考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
幕藩体制下の社会・経済の仕組みの変化や、幕
府・諸藩の政策の変化について課題を見出し、
主体的に追究しようとしている。

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる
技能を身に付けるようにする。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、より良い社
会の実現を視野に課題を主体的に探求しようとする態度を
養うとともに、見つけた課題を自国・他国の歴史と関連さ
せ、より良い解決を図る方法を考えるなど、時代に主体的
にかかわろうとする姿勢を育成する。

【学びに向かう力、人間性等】

日本史探究Ｂ

（Ａ組：　野付　）（Ｃ組：　野付） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

地理歴史 日本史探究Ｂ



合計

105

1

１
学
期

○ 14

○ 15

○ 15

Ｇ 単元:近代国家の展開　日清・日露戦争
と国際関係
【知識及び技能】
日清・日露戦争の前後における条約改正の
完成、韓国併合や満洲への勢力拡張などに
ついて諸資料から情報を読み取り、この時
期の戦争の様相や背景、日本の国際的地位
の変化を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
議会が戦争を支持する一方で反戦論が存在
したこと、戦争が国民としての自覚や意識
の高まりをもたらしたことなどについて多
面的・多角的に考察し、根拠を明らかにし
て表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
対外的な戦争が日本の近代化の過程の中で
もった意味を考察し、主体的に追究する能
力を養う。

東アジアをめぐる国際環境が変容す
る中、国家的課題であった不平等条
約の改正交渉が進展した過程や、朝
鮮問題から日清戦争に至る経緯につ
いて理解する。また、開戦に至る国
際関係や、日露戦争の経過、戦後の
日本の国際的地位の変化と植民地支
配の推進について、諸外国の動向と
関連づけて考察する。
ワークシート、資料集、史料集

【知識及び技能】
日清・日露戦争の前後における条約改正の完
成、韓国併合や満洲への勢力拡張などについて
諸資料から情報を読み取り、この時期の戦争の
様相や背景、日本の国際的地位の変化を理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
議会が戦争を支持する一方で反戦論が存在した
こと、戦争が国民としての自覚や意識の高まり
をもたらしたことなどについて多面的・多角的
に考察し、根拠を明らかにして表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
対外的な戦争が日本の近代化の過程の中でもっ
た意味を考察し、主体的に追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 14

○ ○

定期考査
○ ○

Ｄ 単元:近世から近代へ
【知識及び技能】
政治・経済の変化と思想への影響などに着
目して、諸資料から適切に情報を読み取
り、幕藩体制の崩壊と新政権の成立につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
日本がどのような契機によって近代的な社
会の形成に向かっていくことになるのか、
近代の特色を探究するための時代を通観す
る問いを表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
幕末の政治動乱の過程を多角的に考察する
ことを通じて、近代の学習へのつながりを
主体的に見出そうとする能力を養う。

幕末の動乱における天皇を中心とす
る統一国家構想の芽生えから幕府の
滅亡、旧幕勢力の一掃に至るまでの
経過を理解する。また、近世から近
代への変化について考察し、時代を
通観する問いを表現する。

ワークシート、資料集、史料集

【知識・技能】
政治・経済の変化と思想への影響などに着目し
て、諸資料から適切に情報を読み取り、幕藩体
制の崩壊と新政権の成立について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
日本がどのような契機によって近代的な社会の
形成に向かっていくことになるのか、近代の特
色を探究するための時代を通観する問いを表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
幕末の政治動乱の過程を多角的に考察すること
を通じて、近代の学習へのつながりを主体的に
見出そうとしている。

○ ○

Ｅ 近代国家の成立　明治維新と富国強兵
【知識及び技能】
明治政府による中央集権化の諸政策と士族
反乱の終焉、欧米・アジア諸地域との国際
関係、文明開化の風潮について、諸資料か
ら情報を読み取って理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸制度の改革が地域社会にもたらした変化
や諸外国と結んだ条約の相互比較、欧米の
思想・文化の影響などを多面的・多角的に
考察し、表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
明治維新や文明開化の風潮が展開する中で
生じた様々な課題や、歴史の展開における
画期についての課題を見出し、主体的に追
究しようとする能力を養う。

明治新政府の制度改革や富国強兵・
殖産興業政策に着目して、政治的変
革と国家的統一過程を理解する。ま
た、明治初期の対外政策について、
欧米への対応とアジアに対する外交
政策の違いについて考察する。
　
ワークシート、資料集、史料集

【知識及び技能】
明治政府による中央集権化の諸政策と士族反乱
の終焉、欧米・アジア諸地域との国際関係、文
明開化の風潮について、諸資料から情報を読み
取って理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
諸制度の改革が地域社会にもたらした変化や諸
外国と結んだ条約の相互比較、欧米の思想・文
化の影響などを多面的・多角的に考察し、表現
している。
【学びに向かう力、人間性等】
明治維新や文明開化の風潮が展開する中で生じ
た様々な課題や、歴史の展開における画期につ
いての課題を見出し、主体的に追究しようとし
ている。

○ ○

２
学
期

定期考査

Ｆ 単元:近代国家の成立　立憲国家の成立
【知識及び技能】
諸資料から読み取れる地域社会の変化に着
目して、自由民権運動の展開や大日本帝国
憲法の制定と議会開設に至る過程を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
国内体制を欧米の水準に合わせることが改
革の前提にあったことを踏まえ、社会構造
の変化や地方自治の展開について多面的・
多角的に考察し、表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自由民権運動の展開過程を考察したうえ
で、日本における立憲政治の導入がもたら
した課題を主体的に追究しようとする能力
を養う。

政府の強力な中央集権体制への志向
のもとで、自由民権運動の始まりか
ら立憲国家の成立に至る間、近代国
家の基盤が形成されていく過程を考
察する。また、大日本帝国憲法の性
格について具体的・多角的に理解す
る。
ワークシート、資料集、史料集

【知識及び技能】
諸資料から読み取れる地域社会の変化に着目し
て、自由民権運動の展開や大日本帝国憲法の制
定と議会開設に至る過程を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
国内体制を欧米の水準に合わせることが改革の
前提にあったことを踏まえ、社会構造の変化や
地方自治の展開について多面的・多角的に考察
し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
自由民権運動の展開過程を考察したうえで、日
本における立憲政治の導入がもたらした課題を
主体的に追究しようとしている。

Ｈ 単元:近代国家の展開　第一次世界大戦
とワシントン体制
【知識及び技能】
第一次世界大戦が日本に及ぼした影響に着
目して、大戦後の国際的な協調体制におけ
る日本の立場や対外政策の変化について諸
資料から適切に情報を読み取り、理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
大戦中の日本の動向を踏まえ、中国や朝鮮
をはじめとするアジア近隣諸国民が日本の
対外姿勢をどのように受け止めたのかを多
面的・多角的に考察し、表現できるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
対外戦争がもたらした国内的・国際的な変
化を踏まえて学習を振り返るとともに、次
の学習へのつながりを見出そうとする能力
を養う。

第一次世界大戦前後の政治の動向お
よび対外政策の推移について、政党
政治の発展や日本の中国進出の状況
を踏まえて理解する。また、民主主
義的風潮による社会運動の動向を理
解するとともに、普選運動など政党
政治の発展から二大政党による政党
内閣制成立に至るまでの意義につい
て考察する。
ワークシート、資料集、史料集

【知識及び技能】
第一次世界大戦が日本に及ぼした影響に着目し
て、大戦後の国際的な協調体制における日本の
立場や対外政策の変化について諸資料から適切
に情報を読み取り、理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
大戦中の日本の動向を踏まえ、中国や朝鮮をは
じめとするアジア近隣諸国民が日本の対外姿勢
をどのように受け止めたのかを多面的・多角的
に考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
対外戦争がもたらした国内的・国際的な変化を
踏まえて学習を振り返るとともに、次の学習へ
のつながりを見出そうとしている。

○ ○ 1

○ ○ ○ 8

定期考査


